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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年３月１４日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（消波ブロック） 

発生日時 平成２４年８月１５日 １９時００分ごろ 

発生場所 千葉県浦安市高洲の護岸 

千葉県市川市所在の千葉港葛南市川灯台から真方位１９９°２.５

海里付近 

（概位 北緯３５°３７.７′ 東経１３９°５５.１′） 

事故調査の経過  平成２４年１０月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（横

浜事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

交通船 第十八ぷろぱん丸、５トン未満（ＬＰＧ船搭載船） 

 ２８１－３６２８３愛媛、宮崎海運株式会社 

 ５.７０ｍ（Lr）×１.８０ｍ×０.６８ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、４.４０kＷ、平成１０年８月 

 乗組員等に関する情報 操縦者（ＬＰＧ船船長） 男性 ５６歳 

 操縦免許 なし 

同乗者Ａ（ＬＰＧ船機関長） 男性 ６０歳 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底部に破口等（廃船） 

 事故の経過 本船は、ＬＰＧ船（以下「母船」という。）の搭載船であり、母船

の船長である操縦者及び機関長（以下「同乗者Ａ」という。）ほか２

人が乗り、操縦者の操船により、平成２４年８月１５日１８時００分

ごろ、浦安市港南方沖に錨泊中の母船に向け、浦安市鉄鋼通り２丁目

の岸壁を出発した。 

本船は、約２～３ノットの速力で南東進し、１８時３０分ごろ母船

までの距離が約２００ｍとなったとき、突然、機関が停止した。 

同乗者Ａは、直ちに機関室を点検したところ、燃料油タンクがほぼ

空の状態であった。 

本船は、南南西の風により北北東方の護岸（以下「本件護岸」とい

う。）に向けて流され始めたので、船内にあった木の板で漕いだもの

の、１９時００分ごろ、本件護岸の外側にある消波ブロックに衝突

し、乗り揚げた。 
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 本船は、その場所で固縛され、翌日に引き揚げたところ、船底部等

の損傷が著しく、平成２４年９月３日解撤処分された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南南西、風力 ５、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ、潮汐 下げ潮の中央期 

 その他の事項 

 

操縦者は、本事故当日の天気予報を事前に確認しておらず、本事故

後、海上保安部から走錨注意情報が発表されていたことを知った。 

同乗者Ａは、本船を母船から下ろす前、冷却水ポンプのインペラの

交換作業（以下「本件作業」という。）を行った。その際、本件作業

の障害になることから、燃料油タンクから機関に至るゴム製燃料ホー

ス（以下「本件ホース」という。）を取り付けた状態で同タンクを機

関室から引き出した。同乗者Ａは、本件作業終了後、本件ホース接続

部の点検をせず、容量２０ℓの燃料油タンクに約８割程度まで補給を

行った。 

本船は、操縦者が小型船舶の操縦免許証を有していなかったが、同

乗していた母船の一等航海士が一級小型船舶操縦免許証を有してい

た。 

本船は、浦安市鉄鋼通り２丁目の岸壁を出発する前、機関室の点検

を行っていなかった。 

本船は、錨及び予備の燃料油がなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

あり 

 本船は、浦安市港南方沖を航行中、燃料油タンクの燃料がなくなっ

たことから、機関が停止して航行不能となり、風浪に圧流され、消波

ブロックに衝突したものと考えられる。 

 本船は、冷却水ポンプのインペラの交換作業の際、燃料油タンクを

移動したことにより、本件ホースの継手部に張力がかかって本件ホー

スが抜けかかり、継手部から燃料が漏えい
．．

した可能性があると考えら

れるが、その状況を明らかにすることはできなかった。 

原因 本事故は、夜間、本船が、浦安市港南方沖を航行中、燃料油タンク

の燃料がなくなったため、機関が停止して航行不能となり、風浪に圧

流され、消波ブロックに衝突したことにより発生したものと考えられ

る。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・燃料油タンクを移動した場合は、燃料ホースの継手部の接続状態

を点検すること。 

 




